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あごひもの装着について
ヘルメットはダブルＤリングのあごひも装着方法を採用しています。（図１）

①あごひもを締める場合は、ストラップを両方のＤリングに通します。

②あごひもの端を引いて折り返し、もうひとつのリングに入れて締めます。

③あごにきちんと締まったらばたつき防止のボタンに留めます。

④きちんと装着できているかを確認します（ヘルメットサイズの選び方のペー
ジを参照してください）。

⑤ヘルメットを脱ぐときは、ボタンを外し、Ｄリングについている赤いタグを引
けばあごひもが緩みます。

ボタンはひものばたつきを防止するだけのためであり、間違った使用をしない
でください。

図1
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各部の名称

A あご部フロントエアインテーク （図2 a）
ヘルメット（あご）の前部へのエアの流入部分です

B アッパーフロントエアインテーク （図2 a）
ヘルメットの前部上部へのエアの流入は４つの開口部分によってなされます。

C リアエアベント （図2 b）
リアエアベントは内部の換気効率的にできるよう設計されています。
熱気を排出し、快適な温度を維持します。

D サイドリアエアベント （図2 b）
側面の固定エアインテークにより、ヘルメット内の換気を促進します。

図2 a 図2 b
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ピークＥ
図３および図４

ピークの調整

①ピークを取り付けているスクリュー
（Ｆ）を緩めます。
②ピークを上下させて希望の位置に合
わせます。
③希望の位置に合わせたら中央のスク
リューを締め付けます。ポジションを再
確認し、すべてのスクリューを締め付け
ます。
※ボルトの緩締には正しい工具を使用してください。

ピークの脱着

①ピークを取り付けている３つのスクリューを外します。
②ピークを取り外します。
③取り付けは、ピークを合わせ、３つのスクリューの穴を合わせてスクリューを仮止
めします。
④位置を調整し、各スクリューを時計方向へ回して締め付けます。
ボルトの緩締には正しい工具を使用してください。

図4

図3
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内装について
Ｇ/Ｈ(図５）

頭頂部（G）、左右頬部の内装パッド（H）は脱
着が可能な構造で、洗うことができます。内装
の脱着は説明書をよく読み説明書のとおりに
行ってください。

頭頂部インナーライナーの脱着（図６・G）
頭頂部インナーライナー（G）は、4つのボタン
（I）を介してヘルメットに固定されています。

取り外し
ボタン（I）をすべて外して、ライナー（G）を取
り外します。ボタンを損傷させないように注意
深く作業してください。ライナーを取り外す前に、すべてのボタンが外されてい
ることを確認してください。

取付
ライナー（G）をヘルメットの内側に挿入し、組み立て方向を確認します。ボ
タンを締めます（Ｉ）。ボタンは位置をきちんと合わせてから挿入してください。
位置がずれていると損傷の原因になります。ライナー（Ｇ）を固定した後、ヘ
ルメット内に正しく配置されていることを確認してください。

図6
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チークパッドの脱着
Ｈ・図７および図８

取り外し（図7）
①チークパッドは3つのボタンでシェルに
固定されています。
②3つのボタンを外します。
③ボタンを外した後、ストラップを外してチー
クパッドの穴から抜きます。
④少し真下の外側に引っ張ってパッドを引き
出します。
※ボタンを損傷させないように注意深く作業してください。

取付（図8）
①チークパッドを本来の取付位置とはさかさまにします。
②フック穴図中赤（M）に固定フック（L）を挿入します。
③チークパッドを本来の位置へ持っていき、ストラップを穴に通します。
④ヘルメット内部の適切な位置にチークパッドを持っていき、ボタンを挿入します。
ボタンは位置をきちんと合わせてから挿入してください。位置がずれていると損傷
の原因になります。
※ボタンを損傷させないように注意深く作業してください。

図８

図７
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パーツが正しく装着されているか、次のことを確認してください。

・チークパッドがしっかりと固定されている
・ストラップは穴の内側を通り、完全に自由に動くこと。
・インナーライナーやチークパッドが正しく装着されていないヘルメットを使用
することは非常に危険です。必ず正しく装着してから使用してください。

セキュリティシステム（図9）
事故の際にヘルメットを脱がすために、SKYHAWKはチークパッドを簡単に
取り外せるシステムを搭載しています。緊急の場合は、チークパッドの最下部
にある赤いテープ（N）を引っ張り、チークパッドを外します。

図9
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